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研究成果の概要（和文）：脳梗塞を防ぐため、動脈硬化症による重度狭窄ではステント留置手術が行われる。し
かし、手術後に脳出血を起こす場合があり、術後の脳循環動態の予測が重要である。血行動態の変化は全身に及
ぶため、本研究は、医用計測データ同化による全身循環系血流1D-0D (One-Zero Dimensions)解析システムを開
発した。次の3点、１）異なる医用計測データからの血管形状や血流情報の情報抽出手法の開発、２）データ同
化による1D-0D全身循環血流解析の開発、３）データとシミュレーションを結ぶ可視化機能を持つインターフェ
ースの構築、に重点を置いて研究を行った。

研究成果の概要（英文）：In order to prevent stroke, which is one of major causes of death in the 
world, a patient with sever stenosis by atherosclerosis is subjected to surgery such CAS (Carotid 
artery stenting). However, after surgery, a potentially life-threatening complication such as 
hemorrhage is induced by cerebral hyper fusion syndrome (CHS). Therefore, it is important to predict
 cerebral circulation after the surgery and to find out the most suitable treatment for an 
individual patient. The present research has developed an integrated 1D-0D blood flow simulation 
system with patient-specific medical image data to predict cerebral circulation after surgery 
considering the entire blood circulatory system. The research focused on the following three issues:
 1) extraction information on vascular geometry and velocity from the medical images, 2) development
 of 1D-0D simulation method, and 3) development interface and visualization between data and 
simulation.

研究分野： 脳循環

キーワード： 脳血管疾患　データ同化　全身循環血流解析　マルチモダリティデータ　1D-0D解析　可視化インターフ
ェース　末梢血管抵抗　ステント留置術

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳梗塞の一因となる重度狭窄症では、ステント留置手術を行うが、術後に脳過灌流症候群による脳内出血を起こ
す場合がある。そこで、各患者にとって適切な手術を行うために、効率的・効果的なケース・スタディを行う必
要がある。本研究は、手術による全身の血流変化を簡易な1D-0D (One-Zero Dimensions)モデルによって再現す
ることに成功した。本成果により、迅速に主要な血流情報を得ることが可能となり、学術的に意義深い。また、
シミュレーションだけでなく、モデリングや可視化手法も開発しシステム化することで、臨床応用への道も切り
拓いており、本研究の社会的意義、貢献度は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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